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第３章 計画の基本的な考え方 

 

１ 基本理念 

東浦町では、昭和 45 年以降に名古屋のベッドタウンとして大規模な住宅開発が

行われました。近年、同時期に同年代の方が流入したこれらの地域では住民の高齢

化が進み、買い物やゴミ捨てなど日常生活に支障が生じ、支援を必要とする方も増

えてきています。このような支援が必要となってきた背景には、近所に身内や手伝

ってくれる方がおらず、助けがほしくても求められない方が増えてきているという

ことが考えられます。 

身内や手伝ってくれる方がおらず困っている方たちを支えていくためには、その

方たち自身が地域や支援機関と繋がりやすくなる働きかけや、地域の中で孤立した

人を発見し、そこに生じる課題を拾い上げ、解決に向けて連携して動いていく体制

作りが必要です。 

 行政だけ、支援機関だけでは、そのような体制を構築することはできません。 

普段の生活の中であいさつをすることから、ちょっとした異変に気づき、小さな

気づきから、相談先につながり、適切な支援を受けられる場面があるかもしれませ

ん。 

本計画を策定するうえで、地域住民が普段の生活で課題と思うことを、住民意識

アンケートや各地区コミュニティが中心となり策定した計画から抽出し、理想のま

ちづくりのため、課題解決のキーワードを「居場所」、「安心」、「協力」、「思いやり」

に設定しました。 

顔を見たら声を掛け合い、困りごとがあったら助け合える温かみと見守り意識の

あるまちづくりを目指したい思いから、本計画では基本理念を以下のように定めま

す。 

 

「みんなが 笑顔で支えあう 集えるまち」 
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２ 基本目標 

  東浦町では、平成 25 年までに各地区コミュニティで「がんばる地域行動計画」

が策定されました。これは、地域住民が自分の地区にどんな課題があるか、どん

な地区にしていきたいかをまちづくり勉強会で検討し、策定したものです。また、

平成26年には、本計画を策定するにあたり、地域住民に対し住民意識アンケート

調査を行いました。それらから設定した課題解決のキーワードを基に、本計画で

は基本理念を設定しています。その基本理念を達成するため、４つの基本目標を

定めました。 

 

 

 

  基本理念 

み
ん
な
が 
笑
顔
で
支
え
合
う 

集
え
る
ま
ち 

基本目標 

身近な人との交流を深め、自分を必要としてく

れている居場所があるまち 

専門職の連携により、「地域包括ケアシステム」

が構築され、安心して生活できるまち 

身近な困りごとを発見しあい、解決に動くこと

のできる小地域ネットワークのあるまち 

誰もが福祉への関心や理解、知識を持ち、「福

祉意識」が高い、どんな人にも優しいまち 
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（１）身近な人との交流を深め、自分を必要としてくれている居場所があるまち 

 

【現状と課題】 

○居場所づくり 

地域関係の希薄化や核家族化、ひとり暮らし高齢者の増加などから隣近所の交流

が少なくなってきています。身近な用事や行き場があることで、家に閉じこもりが

ちな高齢者等の居場所をつくることができます。 
 ○地域の居場所の活用 
  地域で気軽に集える居場所は、高齢者、障がい者、子育て世代の方等が交流で

きる居場所となります。今ある居場所の活用は地域の人々の社会参加にもつなが

り、また、多世代交流の場としても期待ができます。 

 ○情報発信 

  自分が求める居場所があっても、どこに居場所があるのか、身近な居場所に関

する情報が入ってこないことが考えられます。地域で集える居場所の有効活用の

ためにも情報発信の仕組みを工夫する必要があります。 

 

【分野別計画等からみる『居場所』のあるまち】 

○身近な地域で住民同士による支えあいのあるまち（高齢者福祉計画） 

○子育てについて悩みや不安を抱えても家庭や地域で孤立しないまち（子ども・子

育て支援事業計画） 

 

【作業部会での意見】 

○気軽に行けておしゃべりができる居場所が求められている。喫茶店や病院の待合

室がその役割を果たしている。 

○居場所があっても、曜日や時間に制限が決められていると行きづらい。 など 
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（２）専門職の連携により、「地域包括ケアシステム」が構築され、安心して生活で

きるまち 

 

【現状と課題】 

○制度の「はざま」 

現在、一つの困りごとだけではなく、さまざまな困りごとを抱えている方が増え

てきています。また、公的サービスを受けられない制度の「はざま」にいる方も地

域に多くいます。このような方たちをどのように支えていけるのかが課題となって

います。 

○相談窓口の連携 

高齢者、障がい者、生活困窮者、子どもなど、各相談窓口はありながらも、現状

としては、連携が十分にとれているとはいえません。安心して暮らすためには、問

題が発生したときに早期発見し、相談につなげ、各相談窓口が連携して対応できる

ことが必要です。 

○ネットワーク体制の整備 

困りごとがあった場合、本人の努力だけでは解決できない課題があります。専門

職によるネットワークを構築し、地域住民と連携し、地域の課題解決の支援ができ

る仕組みづくりが必要となってきます。 

 

【分野別計画等からみる『安心』のあるまち】 

○広範な見守り支援を行い、連絡・協力体制の取れるまち（高齢者福祉計画） 

○ライフステージに応じた切れ目のない相談支援体制のあるまち（障がい者いき 

いきライフプラン） 

○一人ひとりが安心して暮らせるまち（がんばる地域行動計画） 

○介護が必要になっても安心して地域で暮らせるまち（がんばる地域行動計画） 

 

【作業部会での意見】  

○支援の必要性があると判断できるが、公的サービスを受けていない「はざま」 

の人の相談窓口がない。 

○同一世帯内で支援機関が複数入っている場合、支援機関同士で情報共有ができ 

ていないことがある。                       など 
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（３）身近な困りごとを発見しあい、解決に動くことのできる小地域ネットワーク

のあるまち 

 

【現状と課題】 

○住民相互の連携 

地域住民同士の交流が少なくなり、関係も希薄化している中で、制度の改正等に

より、地域での支え合いが必要不可欠となってきています。すべての地域住民が地

域福祉の担い手となり、お互いの足りない部分を助け合う地域福祉を目指していく

必要があります。 

○地域福祉活動 

日常生活におけるさまざまな課題やちょっとした困りごとなど地域の課題は、地

域福祉を支える人材により支えられてきましたが、近年、支える人が高齢化に加え

同じ方々ばかりが地域を支えており、人材の不足もしている状況です。地域でのふ

れあいや、活動の場づくりをするとともに、地域福祉を支える人材発掘・育成が必

要となっています。  

 

【分野別計画等からみる『協力』のあるまち】 

○高齢者自身が主体的に社会参加でき、自己実現できる地域社会づくり（高齢者福

祉計画） 

○関係機関との連携による地域福祉活動やボランティア活動を推進し、互いに支え

合う地域社会づくり（障がい者いきいきライフプラン） 

○働く母親を応援しやすい環境（子ども・子育て支援事業計画） 

○災害時などの緊急時に地域みんなで協力し助け合えるまち（がんばる地域行動計

画） 

 

【作業部会での意見】 

○身近な相談を受ける民生・児童委員など地域福祉の担い手支援、活動の周知をし

ていく必要があります。 

○気軽にコミュニティ活動に参加できる仕組み作りが必要です。     など 
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（４）誰もが福祉への関心や理解、知識を持ち、「福祉意識」が高い、どんな人にも

優しいまち 

 

【現状と課題】 

○学校における福祉教育 

  地域には、支援を必要とするさまざまな人が住んでいます。学校において福祉

に触れる「きっかけづくり」として体験などを通じて、福祉のこころを育む取り

組みも必要となってきています。 

 ○課題の共有 

  近所付き合いの希薄化から、地域で起こる課題に対して無関心となってきてい

る人が増えています。地域の課題を共有し、連帯感を持つことが重要になってき

ています。 

 ○福祉情報 

  福祉に触れる「きっかけづくり」は、体験だけではなく、福祉情報がきっかけ

となることもあります。福祉に対して興味の持てるよう福祉情報の発信方法の工

夫が必要となります。 

  

【分野別計画からみる『思いやり』のあるまち】 

○地域の福祉力を向上させるため、福祉講座や福祉実践教室を通じて助け合い 

や思いやりの心を育みます（いきいきライフプラン） 

○地域みんなが主役の社会になる思いやりのあるまち（がんばる地域行動計画） 

○地域みんなが高齢者を大切にするまち（がんばる地域行動計画） 

 

【作業部会での意見】 

 ○福祉に対するイメージの偏見をなくすことが必要。 

 ○高齢世代だけではなく、あらゆる世代に関心をもってもらえる「きっかけづ 

くり」が必要である。 

○広報や回覧板などの情報ツールを活用し、福祉を身近に感じることができる 

工夫が必要である。                       など 
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ていました。

「きっかけづ

合いの必要性

若い世代で

いう記載が

習をはじめ

に関わりが

度関心が

る

4%

全く関心が

1%

あるが、どう

64 歳） 

うアピールの

域の課題に対

。住民の助

づくり」が必

性】 

で、福祉の情

が多くありま

とした福祉

でてくるた

がない

うやって調

の機会を多

対して、住

助け合いに必

必要となっ

情報について

ました。ま

祉教育を地域

ため、関心を

とても関心

る

31%

調べたらいい

くしてほし

住民の助け合

必要性を感

っています。

て、どこで

た、65 歳

域単位で進

を持つよう

心があ

%

いのかわか

しい。（石浜地

合いに

じてい

 

 

情報提

以上の

めてほ

になっ

らな

地区



 

３ 

  

た

圏域

 

【第

 

【第

住

童委

効率

と

【第

 身

る

ます

る

係性

 

計画の圏域

計画の圏域

ための地域の

「居場所」

域」を重層

第１層：町全

町全体で取

第２層：小学

住民が地域

委員、老人

率的に活動

となってき

第３層：組・

身近に生活

圏域です。

す。生活課

ため、日常

性であるこ

域 

域とは、地域

の設定のこと

「安心」「協

層的に設定し

全体】 

取り組む施策

学校区】 

域意識を持ち

人クラブ、子

動ができ、地

きます。 

・班】 

活する住民の

きめ細かな

課題を早期発

常的な近所づ

ことが求めら

域福祉計画

とです。 

協力」「思い

しました。

策の方向性

ち、主体的に

子ども会な

地域福祉活動

の生活課題

な課題把握が

発見するため

づきあいか

られてきま

25 

画の施策や取

いやり」を感

性を示し、広

に活動がで

ど小学校区

動を行う上

題や、早期発見

ができ、住民

めには、顔

ら、見守り

す。 

取組みを効

感じられるま

広域での連携

できる圏域で

区単位で活動

上で、さまざ

見しにくい

民主体の課

の見える環

合う、ちょ

効率的かつ効

まちづくり

携や支援を

です。コミュ

動している

ざまな活動拠

い課題に取り

課題解決に向

環境づくりが

ょっとした手

効果的に推進

のため、「

をする圏域で

ュニティ、

組織が多い

拠点が置か

り組むこと

向けた活動

が必要とな

手助けをし合

 

進する

計画の

です。 

民生児

いため、

れるこ

ができ

ができ

ってく

合う関
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４ 計画の体系 

  基本目標ごとに基本施策を設定し、具体的施策を示します。 

基本目標 基本施策 具体的施策 

身近な人との交

流を深め、自分

を必要としてく

れている居場所

があるまち 

誰もが参加

できる、身近

にある活動

の場づくり 

地域における常設型の居場所づくり活動＜新規＞ 

公共施設等を活用した居場所づくり活動 

社会福祉施設の活用 

子育て支援センター、児童館の有効活用 

老人憩の家の活用の推進 

地域活動支援センター事業の推進 

地域活動の参加 

居場所の情

報発信 

居場所の情報発信＜新規＞ 

地域住民への居場所の情報提供 

子育てに関する情報提供 

専門職の連携に

より、「地域包括

ケアシステム」

が構築され、安

心して生活でき

るまち 

福祉の相談

窓口の充実 

コミュニティソ－シャルワーカーの設置＜新規＞ 

各種分野の相談窓口 

社会福祉事業者における相談の受付 

地域福祉の担い手における相談の受付 

多職種連携

の体制づく

り 

地域ケア体制の構築 

各種ネットワーク会議 

重層的な見守り体制の構築 

避難行動要支援者の支援 

身近な困りごと

を発見しあい、

解決に動くこと

のできる小地域

ネットワークの

あるまち 

「 隣 人 力 」

「地域力」を

高める 

地域における住民相互の連携 

コミュニティにおける福祉部会の発足支援及び活動支援 

スクールガードや防犯ボランティアの整備 

支え合える

人たちの養

成 

地域福祉活動の人材育成 

地域における各団体への支援 

ボランティア活動の推進 

誰もが福祉への

関心や理解、知

識を持ち、「福祉

意識」が高い、

どんな人にも優

しいまち 

地域ぐるみ

で福祉を学

ぶ機会・場づ

くり 

学校における福祉教育 

各分野の団体へ福祉活動参加の呼びかけ＜新規＞ 

出前講座の充実と周知 

情報発信の

強化 

広報紙、ホームページの活用 

福祉情報の掲載＜新規＞ 

情報保障の推進 

 


